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本日の内容
1.会社案内

2.路面性状測定車

(1)背景

(2)測定車の概要

(3)IAの活用例

3.補修材

(1)コンクリートのひび割れ補修材

(2)水で固まる常温合材



1.会社案内



◼  創   立：1950年1月  ■ 資本金：20億円  

◼  売 上 高 ：924億14百万円（2023年3月）

◼  経常利益：26億47百万円  （  〃     ）

◼  従業員数：969名（2023年3月）

豊かな地域社会づくりに貢献する生活基盤創造企業

（東証 プライム市場）

【企業理念】 Corporate Philosophy

豊かな地域社会づくりに貢献する生活基盤創造企業

【会社概要】 Company Profile

1.会社概要



 組 織（主な事業所）
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2.施工実績
特殊技術

施 工 実 績 紹 介

無電柱化の促進駅のホーム

高速道路 空港 滑走路



災害復興支援（道路復旧工
事）

新潟中越地震復興
（道路復旧工事）

東日本大震災復興
（気仙沼ＢＲＴ化）

2.施工実績
特殊技術

豊かな地域社会づくりに貢献する生活基盤創造企業

北海道地震復興
（道路復旧工事）



スポーツ・景観事業２.施工実績
特殊技術

ｱｰﾊﾞﾝﾃﾞｯｷｻﾝﾄﾞじゃりみち

陸上競技場 野球場 テニスコート



2路面性状測定車



2-(1)背景

・舗装点検要領(H29.3)に対応

徒歩点検に比べて、効率的かつ精度良く行うことが目的

計測システムとソフトをNTTインフラネット㈱と共同開発

画像認識AIは、「Deep Learning」を使用



2-(2) 測定車の概要
・ひび割れ率 ：後方カメラの静止画像から目視あるいはAIにより算出

・わだち掘れ量：レーザの横断形状から写真1枚毎に算出。

・ＩＲＩ ：レーザの縦断形状から平たん性を算出⇒相関式によりIRIに換算



【測定車の特長】 動画・ユニット式



【解析用ソフト】



【ひび割れ率】
・写真1枚毎にランク1～5で評価（1枚毎の代表値）



【ひび割れ率】

0％

20～40％ 40～60％ 60％以上

0～20％



【ひび割れ率】

従来の舗装調査試験法便覧法で確認も可能

メッシュ法：47％ 40～60％



【わだち掘れ】
写真1枚毎の横断形状から算出。
※ビューワソフトで任意の位置も確認可能。

10.3ｍｍ



【IRI】

写真1枚毎のOWPの縦断形状を計測。
標準偏差(σ)を計算して、換算式でIRIを算出。

3.4mm/m

相関式：IRI=1.33σ+0.24



【診断】

・任意の区間の平均値(代表値)の算出が可能
（ひび割れとIRIは写真1枚毎の数値を平均）
（わだち掘れ量は任意の区間の最大値を代表値として算出）

診断区分 ひび割れ率 わだち掘れ量 IRI

Ⅰ
（健全）

0～20％
未満

20ｍｍ未満 3ｍｍ/ｍ未満

Ⅱ
（表層機能保持段階）

20％以上
40％未満

20ｍｍ以上
40ｍｍ未満

3ｍｍ/ｍ以上
8ｍｍ/ｍ未満

Ⅲ
（修繕段階）

40％以上 40ｍｍ以上 8ｍｍ/ｍ以上



【提出物】 ・様式-A(0～7）、様式-B（写真）

※様式A-1の例



【提出物】 ・様式-A(0～7）、様式-B（写真）

※様式Bの例



【提出物】
※様式Bの例（区間の代表写真）
前方および後方カメラの全写真はHDDで提供可能。



【その他提出物】 ・評価結果ビューワソフト

・ソフトはCドライブに保存して起動。
・計測データと写真は、外付けHDDに保存して接続。

※任意の箇所のわだち掘れの確認可能



【その他提出物】 ・評価図（例：100ｍ毎）

ひび割れによる評価図の例 総合(損傷レベル)評価の例

ひび割れ、わだち掘れ、IRI、総合評価



【その他、提出物】

・例：20ｍ毎のひび割れ・わだち掘れ・ＩＲＩ評価結果
表



測定車の実績

年度 発注者 対象路線 調査延長 調査内容

2017 中国地方整備局岡山国道事務所 国道 3ｋｍ 点検要領（３指標）

2019 岡山県岡南空港 滑走路 3600ｍ2 ひび割れ率のみ

2019 日本製鉄堺工場 構内道路 18ｋｍ MCI評価

2020 東北地方整備局秋田河川国道事務所 国道 180ｋｍ 点検要領（３指標）

2020 関東地方整備局常陸河川国道事務所 国道 20ｋｍ 点検要領（３指標）

2021 東北地方整備局常盤国道事務所 国道 30ｋｍ 点検要領（３指標）

2022 中国地方整備局広島国道事務所 国道 40ｋｍ 点検要領（３指標）

2023 関東地方整備局千葉国道事務所 国道 9ｋｍ 点検要領（３指標）



2-(3) AIの活用例

「世紀東急工業」：解析方法の検討、教師データ収集・提供

「NTTインフラネット」：路面性状測定車を当社と共同開発

「NTTｺﾑｳｪｱ」：Deep Learningによる自動認識、教師データの学習

【目的】AI解析で省人力化を図る

①ひび割れ解析

②ポットホール箇所の抽出

③ラインのかすれ判定



・後方カメラでひび割れを見えやすく対応。

① ひび割れ解析
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（撮影間隔：３ｍ） 前方カメラのAI解析

後方カメラのAI解析

前方画像 後方画像



AIによるひび割れ範囲（緑枠） 緑枠を含むメッシュ面積（赤枠）をひび割れ面積

【ひび割れ率の算出方法】



②AIによるポットホール抽出の抽出

パッチングの例

ポットホールを抽出。パッチングも抽出可。

ポットホールの例



【ひび割れ・ポットホール解析例】



従来は、塗り替え時期を目視で判断

AIにより、かすれ具合を数値化

定量的なラインの管理
・塗り替えが必要なラインを集計することで効率的に予算化
 ・ラインキープアシスト機能や自動運転に必要なラインの管理

③ラインのかすれ判定



【かすれ値の算出方法】

・区画線のかすれ具合を1～3で数値化し、3ランクに分類。
※独自指標ランク2は、全国道路標識・標示業協会の目視評価ランク3に相当

1以上～1.5未満 1.5以上～2.5未満 2.5以上～3.0以下

路肩側中央側

後方カメラの写真

目視評価ランク3

路面標示の耐久性について（全国道路標識・標示業協会）

https://www.zenhyo-tokyo.com/img/hyoujitaikyusei.pdf

破線も評価可能
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【ラインかすれの判定例】
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路面標示ハンドブックの塗り替えの目安より

AI解析後

【塗り直し判定基準（例）】

かすれ判定値
2.0

左側
左側

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0

19.8 20.3 20.8 21.3 21.8 22.3 22.8 23.3

KP

薄い

濃い

2.0以上塗り替え対象

補修区間、
補修予算の算出

100ｍ毎平均値
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【評価図（例）】 ・地図ソフト（Arc-Gis）でPDF出力（写真1枚毎の例）

オフランプ部



【かすれ値から剥離度への換算】

かすれレベルと剥離度の関係図から、剥離度の算出も可能

y = 0.0232x + 1
R² = 0.9675

0.000
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1.000
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2.000
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3.000

0 20 40 60 80 100か
す
れ
レ
ベ
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（独
自
指
標
）

剥離度

剥離度ランク

5 3 1.070

4 3 8 1.070 1.186

3 8 23 1.186 1.534

2 23 40 1.534 1.928

1 40 1.928

剥離度 かすれレベル

※剥離度：区画線の維持管理ガイドライン（案）［寒地土木研究所,H21.3］



AIの適合率

測定名 適合率

ひび割れ率(%) 7割程度

ポットホール、パッチング 8割程度

ラインのかすれ 9割程度



・3.補 修 材



紹介する補修材

アスコンの
ポットホール

コンクリートの
ひび割れ



3－(1) コンクリートのひび割れ補修材



舗装走行実験場中ループ（写真赤円内） 模擬損傷の種類

模擬損傷作製（横断・隅角部・亀甲割れ）

→「CrackRepair」で補修

→荷重車走行
→施工性・耐久性を評価

「コンクリート舗装の点検・診断・措置技術に関する共同研究
土木研究所の共同研究

横断ひび割れ 亀甲ひび割れ
隅角部ひび割れ



35万輪走行後の表面の変化（模擬亀甲ひび割れ）

補修前 補修直後 35万輪走行後

ポリウレタンの性質である黄変以外変状無し
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測定時期（万輪走行後）

荷重伝達が不十分な領域

補修の効果（荷重伝達率の変化）

補修前は急激に低下

補修後は緩やかに低下

補修実施



補修事例



3-(2)  水で固まる常温合材(アスコンの補修材)



ご清聴ありがとうこざいました。
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